
又
吉　

ぼ
く
が
上
林
さ
ん
の
「
星
を
撒
い
た
街
」
を
読
ん

で
一
番
う
わ
ぁ
っ
て
思
っ
た
の
は
、
風
景
描
写
が
登
場
人

物
の
感
情
と
す
ご
く
結
び
付
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
し
か

も
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
描
写
は
（
次
第
に
）
風

景
自
体
が
主
役
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
誰
に
も
で
き
ひ

ん
よ
う
な
。

島
田　

風
景
描
写
っ
て
い
う
の
は
、
本
当
に
難
し
い
。
技

量
が
な
い
と
退
屈
に
な
る
し
、
冗
漫
に
な
る
。

　

一
昨
年
の
十
月
、
又
吉
直
樹
さ
ん
（
お
笑
い
芸
人
・
芥

川
賞
作
家
）
と
室
戸
生
ま
れ
の
島
田
潤
一
郎
さ
ん
（「
夏

葉
社
」
代
表
）、
若
い
お
二
人
が
黒
潮
町
で
対
談
さ
れ
た
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
同
町
出
身
の
私
小
説
作
家
上
林

暁
と
そ
の
作
品
。

　

高
知
新
聞
が
五
回
に
わ
た
り
連
載
記
事
を
組
ん
だ
。
直
前

に
、「
火
花
」
が
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
当
日
会
場
前
に
は
、
朝
早
く
か
ら
、
八
百
名
近
い
方
々

が
並
ん
だ
。
結
局
百
名
を
超
え
る
方
が
入
場
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
の
数
か
月
前
、『
僕
が
上
林
暁
に
ず
っ
ぽ
り
ハ
マ
っ
て

し
ま
っ
た
の
は
、
昨
年
は
じ
め
、「
星
を
撒
い
た
街
」
を
読

ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
さ

さ
や
か
な
人
々
の
営
み
の
美
し
さ
の
よ
う
な
も
の
に
魅
か

れ
た
の
で
す
。
／
僕
は
、
京
都
で
音
楽
を
や
っ
て
お
り
ま

し
て
、三
枚
目
の
ア
ル
バ
ム
「
紅
い
花
」
は
、こ
れ
を
モ
チ
ー

フ
に
作
っ
た
の
で
す
。
／
ま
た
音
楽
の
縁
で
、
ピ
ー
ス
の

又
吉
さ
ん
と
も
知
り
合
い
、
交
友
が
続
い
て
お
り
ま
す
。』

　

京
都
に
住
む
フ
ォ
ー
ク
歌
手
「
世
田
谷
ピ
ン
ポ
ン
ズ
」

さ
ん
か
ら
葉
書
が
届
い
た
。
彼
は
、「
星
を
撒
い
た
街
」

を
読
ん
で
、
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
京
都
か
ら
車
を
と
ば

し
休
館
日
を
承
知
で
あ
か
つ
き
館
を
訪
ね
て
来
た
と
い
う
。

さ
っ
そ
く
返
事
を
差
し
上
げ
た
。

　

こ
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
、
夏
葉
社
島
田
さ

ん
や
京
都
・
古
書
善
行
堂
の
山
本
善
行
さ
ん
の
「
文
学
講

座
」
が
実
現
し
た
。
そ
の
折
、彼
に
は
「
紅
い
花
」
を
歌
っ

て
も
ら
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
又
吉
さ
ん
の
対
談
の
折
に
も
。

　

高
校
の
司
書
教
諭
М
さ
ん
が
、
上
林
と
出
会
っ
た
の
も

こ
の
本
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
、
彼
女
は
汽
車
を
乗
り
継
い

で
、遠
路
徳
島
か
ら
「
文
学
講
座
」
や
「
作
品
を
読
む
会
」

に
や
っ
て
来
る
。
会
の
後
、
し
ば
し
ば
上
林
暁
顕
彰
会
の

メ
ン
バ
ー
と
、
駅
前
の
居
酒
屋
で
ビ
ー
ル
片
手
に
文
学
談

議
に
花
を
咲
か
せ
る
。
そ
し
て
、
一
九
時
四
一
分
発
最
終

特
急
列
車
の
人
と
な
る
の
だ
。

　

最
近
、
若
い
人
た
ち
の
間
で
静
か
な
上
林
ブ
ー
ム
が
起

き
て
い
る
。
地
味
な
私
小
説
作
家
、
上
林
暁
に
と
っ
て
は
、

初
め
て
の
出
来
事
だ
と
も
い
え
る
。

　

そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
に
夏
葉
社
「
星
を
撒
い
た
街
」

「
故
郷
の
本
箱
」
の
出
版
が
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
、
又
吉
さ
ん
が
火
を
つ
け
た
。

　

だ
が
、
こ
の
ブ
ー
ム
は
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
。

も
う
少
し
ブ
ー
ム
の
周
辺
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

 　

　
　
　
　
　
　
　
　

▼
あ
る
日
、「
職
業
聞
き
取
り
調
査
」
に
や
っ
て
来
た
中

学
生
た
ち
に
、
逆
に
質
問
し
て
み
た
。

「
あ
な
た
た
ち
が
考
え
る
幸
せ
っ
て
？
」

　

生
徒
四
名
が
異
口
同
音
に
、
こ
う
答
え
た
。

「
い
ま
あ
る
あ
た
り
ま
え
の
生
活
が
、
あ
た
り
ま
え
に
続

大
方
あ
か
つ
き
館
報
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静
か
な
上
林
ブ
ー
ム
の
底
流
に

上
林
暁
文
学
館
　
　
山
沖
　
幸
喜
　

又吉さんを囲んで
（あかつき館）

夏葉社「星を撒いた街」など



く
（
あ
る
）
こ
と
」

　

高
度
経
済
成
長
が
始
ま
り
、
い
け
い
け
ど
ん
ど
ん
の
時

代
に
向
か
っ
て
い
た
中
学
時
代
の
私
だ
っ
た
ら
、

「
都
会
に
出
て
い
い
大
学
に
入
っ
て
、
そ
れ
か
ら
大
き
な

会
社
に
就
職
し
、
裕
福
な
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
」

　

な
ん
て
、
能
天
気
な
答
え
を
口
に
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
還
暦
を
過
ぎ
た
い
ま
の
私
な
ら
、「
あ
た
り
ま
え

の
生
活
」
そ
の
言
葉
の
も
つ
意
味
や
重
さ
が
、
少
し
は
理

解
で
き
る
。

　

で
も
、
中
学
生
た
ち
の
そ
の
答
え
に
は
、
正
直
ド
キ
リ

と
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
が
抱
え
る
不
安
や
閉
塞
感
、

戸
惑
い
や
焦
燥
、
そ
の
中
に
、
若
者
た
ち
の
思
考
も
ま
た

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
３
・
11
以
降
、

自
然
災
害
・
原
発
事
故
な
ど
へ
の
惧
れ
、
無
力
感
も
微
妙

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
わ
ず
か
30
分
余

の
中
学
生
た
ち
と
の
会
話
の
中
で
、
重
い
課
題
を
丸
ご
と

つ
き
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

上
林
の
小
説
集
と
随
筆
集
を
出
版
し
た
夏
葉
社
の
島
田

さ
ん
は
、
一
昨
年
あ
か
つ
き
館
で
の
「
文
学
講
座
」
で
、

こ
う
話
さ
れ
た
。

―
僕
や
た
ぶ
ん
ピ
ン
ポ
ン
ズ
さ
ん
が
上
林
に
惹
か
れ
る
の
は
、

今
、
僕
は
生
き
る
の
が
と
て
も
難
し
い
時
代
だ
と
思
っ
て
い

て
、
ど
う
い
う
風
に
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。

一
方
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
盛
ん
に
な
っ
て
毎
日
の
よ

う
に
情
報
が
出
て
く
る
。
沈
黙
し
て
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
上
林
の
作
品
を

読
む
と
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
る
気
持
ち
が
す
る
。

―
奥
様
が
発
病
さ
れ
、
生
活
も
困
窮
を
極
め
る
。
そ
の
中

で
彼
は
文
学
を
、
本
を
頼
り
に
生
き
て
い
く
。
う
ま
く
言

え
な
い
で
す
け
れ
ど
も
僕
は
感
動
し
て
し
ま
う
し
、
上
林

の
よ
う
に
強
く
生
き
て
い
き
た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う

わ
け
で
す
。

　

い
ま
起
き
て
い
る
静
か
な
上
林
ブ
ー
ム
の
底
流
に
、
こ

う
し
た
若
者
た
ち
の
抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
、
閉
塞
感
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
し
た
若
者
た
ち
が
、
い
ま
上
林
の
小
説
に
何
か
し
ら

の
癒
し
や
励
ま
し
を
感
じ
、求
め
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

フ
ォ
ー
ク
歌
手
・
世
田
谷
ピ
ン
ポ
ン
ズ
さ
ん
は
、
上
林

の
小
説
「
星
を
撒
い
た
街
」
か
ら
想
を
得
て
つ
く
っ
た
「
紅

い
花
」
の
な
か
で
、
こ
う
歌
っ
て
い
る
。

♪
あ
の
一
つ
一
つ
に
人
の
暮
ら
し
が
あ
っ
て
／
夢
も
嘘
も

現
実
も
あ
の
町
の
一
部
な
の
さ
／
／
生
き
て
い
る
人
た
ち

の
営
み
の
光
だ
も
の
／
／
君
の
胸
に
紅
い
花
　
き
っ
と
い

つ
か
咲
く
で
し
ょ
う
／
そ
れ
を
夢
と
呼
び
ま
し
ょ
う
　
星

を
撒
い
た

街
の
隅
っ

こ
で
♪

▼
一
昨
年
、
県
内
で
巻
き
起
こ
っ
た
「
又
吉
フ
ィ
ー
バ
ー
」

の
余
話
を
ひ
と
つ
、ふ
た
つ
紹
介
し
て
、こ
の
話
を
閉
じ
た
い
。

　
「
じ
ょ
う
り
ん
や
き
」
の
窯
元

　

上
林
暁
顕
彰
会
Ｍ
理
事
さ
ん
が
来
館
さ
れ
、「
面
白
い

話
を
聞
い
て
き
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

あ
る
喫
茶
店
に
や
っ
て
来
た
お
客
さ
ん
、

　
「
こ
の
間
の
又
吉
さ
ん
の
上
林
焼
（
じ
ょ
う
り
ん
や
き
）

の
話
、
聴
き
た
か
っ
た
が
や
け
ん
ど
。」　

　

ど
う
も
「
暁
」
を
「
焼
」
と
見
間
違
い
。
さ
ら
に
、「
作

家
名
」
を
「
陶
磁
器
の
窯
元
」
か
何
か
と
勘
違
い
さ
れ
て

の
話
だ
っ
た
ら
し
い
。

　
「
ま
・
た
・
き
・
ち
」
騒
動

　

似
た
よ
う
な
こ
と
は
、
図
書
館
窓
口
で
も
あ
っ
た
。
あ

る
日
み
え
ら
れ
た
ご
年
配
の
女
性
、「
あ
の
う
、
又
吉
（
ま

た
き
ち
）
さ
ん
の
『
花
火
』（
は
な
び
）
は
借
り
ら
れ
ま

す
か
。」
と
の
こ
と
。
窓
口
の
職
員
は
、「
ま
・
た
・
き
・
ち
？

は
・
な
・
び
？
」
一
瞬
対
応
に
困
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
こ
は
さ
す
が
に
あ
か
つ
き
館
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
。

す
ぐ
に
察
し
て
、「
又
吉
さ
ん
の
火
花
は
、
い
ま
返
却
待
ち

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
、
す
ま
し
て
応
え
た
と
の
こ
と
。

　

一
方
、
高
知
の
街
で
も
、
こ
ん
な
珍
現
象
が
見
ら
れ
た
。

　

な
ん
と
、
三
冊
も
ト
ッ
プ
10
入
り

　

日
曜
日
ご
と
に
高
知
新
聞
が
載
せ
て
い
る
「
今
週
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
」（
高
知
市
内
Ｋ
書
店
調
べ
）、
１
位
「
火

花
」、
６
位
「
星
を
撒
い
た
街
」
８
位
「
ツ
ェ
ッ
ぺ
リ
ン

飛
行
船
と
黙
想
」
９
位
「
故
郷
の
本
箱
」。
な
ん
と
上
林

の
本
三
冊
が
、
ト
ッ
プ
10
入
り
し
て
い
た
。
か
つ
て
上
林

に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
る
で
、
新
人
の

流
行
作
家
の
よ
う
な
反
響
ぶ
り
。
マ
ス
コ
ミ
と
又
吉
効
果

お
そ
る
べ
し
。

　

夢
か
ま
こ
と
か
、
店
内
に
平
積
み
さ
れ
て

　

そ
の
週
の
木
・
金
曜
日
、
職
員
４
人
で
高
知
市
ま
で
新

刊
本
の
選
書
・
購
入
に
出
か
け
る
。
新
装
な
っ
た
Ｋ
書
店

で
、
図
書
館
の
本
を
ど
っ
さ
り
と
仕
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。

何
と
店
内
に
入
る
と
、又
吉
さ
ん
の「
火
花
」と
一
緒
に「
星

を
撒
い
た
街
」「
故
郷
の
本
箱
」「
ツ
ェ
ッ
ぺ
リ
ン
飛
行
船

と
黙
想
」
の
三
冊
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
平
積
み
さ
れ
て

い
る
で
は
な
い
か
。「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
」
の
ラ
ン
ク
イ

ン
は
、
夢
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
納
得
す
る
。

フォーク歌手・
世田谷ピンポンズ



　

今
で
は
、
す
っ
か
り
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
元
の
静

け
さ
が
戻
っ
て
い
る
。
あ
の
騒
動
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
い
ま
も
静
か
に
上
林
ブ
ー
ム
は

続
い
て
い
る
…
と
、
私
は
確
信
し
て
い
る
。

〈
現
在
、高
知
民
報
に
連
載
中
の
文
章
（
一
部
）
に
加
筆
し
掲
載
。〉

■
第
24
回
企
画
展　

　
　

期
間　

４
／
１
～
６
／
25

　
　
　
　
（
詳
細
は
、
４
面
参
照
）

■
特
別
企
画
展

　
　

期
間　

７
／
１
～
９
／
24

　

悲
惨
な
歴
史
の
記
録
、
満
州
開
拓
団
の
資
料
を
多
数
展

示
。
合
わ
せ
て
、
そ
の
事
実
を
題
材
に
描
か
れ
た
中
脇
初

枝
さ
ん
の
小
説
「
世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
」
の
校
正

稿
な
ど
も
展
示
す
る
。

■
第
25
回
企
画
展

　
　

期
間　

10
／
１
～
12
／
27

「
自
分
の
経
験
を
通
さ
な
け
れ
ば
言
葉
は
生
き
て
こ
な
い
」

ひ
た
む
き
に
詩
や
言
葉
に
む
き
あ
い
続
け
る
林
嗣
夫
、
そ
の

詩
人
と
し
て
の
軌
跡
を
著
書
や
作
品
を
通
し
て
紹
介
す
る
。

■
第
26
回
企
画
展

　
　

期
間
〈2017

〉
１
／
６
～
３
／
25

　

旧
大
方
町
公
民
館
文
学
学
級
の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
文

芸
誌
「
大
形
」、
創
刊
以
来
52
年
300
号
、
営
々
と
綴
り
続

け
ら
れ
た
そ
の
歩
み
を
、
作
品
や
写
真
な
ど
で
紹
介
す
る
。

◇
第
13
回
上
林
暁
忌
短
歌
大
会

　
　

日
時　

７
／
22
（
土
）
13
時
～
16
時
半

　
　

会
場　

黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
大
ホ
ー
ル

　
　

講
師　

大
島
史
洋
先
生
（
結
社
「
未
来
」
選
者
）

◇
上
林
暁
文
学
講
座
（
大
方
あ
か
つ
き
館
／
14
時
～
16
時
）

＊
第
一
回　
『
西
土
佐
村
満
州
開
拓
団
の
記
録
』

　
　

日
時　

７
月
中
旬
（
予
定
）

　
　

講
師　
（
対
談
）
武
田
邦
徳
さ
ん
（
四
万
十
市
）

＊
第
二
回　
『
祖
父
上
林
暁
の
文
学
を
語
る
』

　
　

日
時　

10
月
８
日
（
日
）

　
　

講
師　

大
熊
平
城
さ
ん
（
上
林
暁
孫
・
神
奈
川
）

＊
第
三
回　
『
詩
の
世
界
を
語
る
』

　
　

日
時　

12
月
上
旬
（
予
定
）

　
　

講
師　

林
嗣
夫
さ
ん
（
詩
人
・
高
知
市
）

◇
上
林
暁
の
作
品
を
読
む
会
（
大
方
あ
か
つ
き
館
／
14
時
～
16
時
）

　

＊
第
17
回
６
／
17（
土
）「
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」（
全
集
６
）

　

＊
第
18
回
８
／
19
（
土
）「
晩
春
日
記
」（
全
集
５
）

　

＊
第
19
回
11
／
18
（
土
）「
ち
ち
は
は
の
記
」（
全
集
２
）

　

＊
第
20
回
２
／
17
（
土
）「
天
草
土
産
」（
全
集
１
）

◇
第
28
回
あ
か
つ
き
賞
表
彰
式

　
　

日
時　

３
／
３
（
土
）
14
時
半
～

　
　

会
場　

あ
か
つ
き
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

◇
劇
団
「
the
創
」・
演
劇
公
演

　
　

日
時　

10
／
７
（
土
）
開
場
14
時
・
開
演
14
時
半

　
　

会
場　

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
共
催
・
上
林
暁
文
学
館
＆
黒
潮
町
民
大
学
）

□
夏
休
み
映
画
上
映
会
（
２
作
品
）

　
　

日
時　

８
／
６
（
日
）
①
10
時
～　

②
14
時
～

　
　

会
場　

あ
か
つ
き
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

□
秋
の
名
画
座
「
あ
か
つ
き
」（
２
作
品
）

　
　

日
時　

11
／
11
（
土
）
①
10
時
～　

②
14
時
～

　
　

会
場　

あ
か
つ
き
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

□
人
形
劇
団
「
プ
ー
ク
」・
公
演

　
『
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
と
金
貨
』
／
『
ふ
し
ぎ
な
箱
』

　
　

日
時　

７
／
９
（
日
）
14
時
～
15
時

　
　

会
場　

あ
か
つ
き
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

□
感
想
画
（
に
が
お
え
・
イ
メ
ー
ジ
）
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

募
集　

12
／
４
～
１
／
19

　
　

展
示　

２
／
23
～
３
／
11
（
あ
か
つ
き
館
）

　
　

表
彰
式　

３
／
４
（
日
）
14
時
半
～

　
　

会
場　

あ
か
つ
き
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

上
林
暁
文
学
館

「
世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち
」

～
西
土
佐
村
満
州
開
拓
団
の
記
録
～

「
林 

嗣
夫
・
詩
の
世
界
」

～
言
葉
を
自
ら
の
現
実
の
中
で
語
り
直
す
と
き
～

「
文
芸
誌
『
大
形
』
と
と
も
に
」

～
創
刊
３
０
０
号
の
歩
み
を
た
ど
る
～

『
び
っ
た
れ
の
証
』
～
上
林
暁
の
生
涯
～

文
学
館
企
画
展

黒
潮
町
立
図
書
館

２
０
１
７
年
度　

主
な
催
し
も
の

「
あ
や
に
愛
し
き
」

～
病
妻
繁
子
と
の
切
な
き
日
々
を
つ
づ
り
て
～

２
０
１
７　

あ
か
つ
き
館
の
催
し
も
の



〒
７
８
９

－

１
９
３
１　

高
知
県
幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
６
９
３
１

－

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
８
８
０

－

４
３

－

２
１
１
０   

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
８
８
０

－

４
３

－

０
２
２
２

大
方
あ
か
つ
き
館

上
林
暁
文
学
の
ふ
る
さ
と

27
第

号

あかつき館＊催し点描

第24回企画展

一言感想

町民ギャラリー

館長日記

『あやに愛しき』

『碧き四万十』

～ブログ『クジラのあくび』より～

～病妻繁子との切なき日々をつづりて～

～芝崎静雄写真展～

草野心平さんの校歌

トウヒの種子

2017.04.22

2017.05.05

｢第27回 あかつき賞」5名が受賞！

〈2017〉４／１～６／25
　上林には「病妻物」とよばれる一連の小説がある。
のちに、宇野
重吉の第一回
監督作品「あ
やに愛しき」
として、劇団
民芸の手で映
画 化 さ れ た。
　それらの作品、関連
資料、写真などを多数
展示している。

　10月1日～ 31日まで、1F町民ギャラリーで、黒潮
町出身の写真家・芝崎静雄さん（松山在住）の個展が
開かれた。　　　　
　長年、故郷四万十川の風景を撮影しながら研鑽をつ
み、応募展などにも数多く入選している。それらの作
品を中心に数十点が展示された。町内外から多くの知
人の方たちもみえられ、四季折々の四万十の美しい風
景写真に魅入っていた。

　「ブログにあった上林さんの随筆『わが母校 中村高校』
は、どこに書かれていますか？」
　数日前、高新Hさんから取材の電話が入る。
「たしか、全集15の547ページにあったと思いますが。」
　それから、話は草野心平作詞の校歌へと飛ぶ。
　草野心平に校歌を作詞してもらった高校は、甲子園では
縁起がいいのだとか。中村は準優勝をし、県内でもう一校
ある室戸はベスト８に進出した。
　40年前の春、中村が初戦に勝った時、心平さんはその作
詞を依頼した方に、電報を打った。
『私の作詞した校歌が、初めて甲子園で流れた』と。

小１・田辺唯愛（田ノ口小）「おねえちゃんになった」
小２・武政日向（佐賀小）「ブンタンとり」
小３・川村米音（田ノ口小）「豆ふ作り」
小４・岩本こころ（南郷小）「家族の温かさ」
小５・秋田空星（田ノ口小）「だれもが幸せに」
　＊小6、中学生は、該当作品がありませんでした。

　読書ボランティアのSさんから、トウヒの種子が届く。
『東京にいる親戚に星野さんの本「旅をする木」の話をし
たら、いたく感動して「蓼科の山小舎の近くにトウヒの木
があるので、送るから…」とのこと。やっと届きました。』
　Sさんのメモが添えられている。
　素敵なお裾分けに感謝しながら、急ぎ本棚から文庫本を
抜き出し、P156のエッセイ「旅をする木」を開いてみる。
　こんなとき、つくづくあかつき館に勤めていてよかった
と思う。

＊ビデオも見せていただき、読んだ幾作品か思い起こし
ました。（高知市・Kさん）
＊「聖ヨハネ病院にて」、戦後一年目で芥川賞は休止さ
れていましたが、もし休止でなければ受賞していたの
では…と言われています。（黒潮町・Мさん）
＊以前主人と一緒に来館したことを思い出します。本当
に来てよかった。（黒潮町・Wさん）

　今回で２７回目を迎えた「あかつき賞」。今年度は町
内５名の小学生が選ばれ、３月４日（土）午後１時半か
ら、レクチャーホールで、表彰式が行われた。
　受賞者並びに作品名は、次のとおりです。


